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【特集①】小林秀峰高校・小林工業高校新体操部の活躍に迫る P2～ P7

三冠への挑戦。

広
報え のび

【特集②】えびの市心のふるさと寄附金を創設 P8～ P9

故郷への思いをまちづくりに
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三
冠
へ
の
挑
戦
。

【
特
集
①
】
小
林
秀
峰
高
校
・
小
林
工
業
高
校
新
体
操
部
の
活
躍
に
迫
る

今
年
の
４
月
に
、
県
内
初
の
総
合
制

専
門
高
校
と
し
て
小
林
秀
峰
高
等

学
校
が
開
校
。
小
林
秀
峰
高
校
・
小
林
工

業
高
校
の
新
体
操
部
は
、
小
林
工
業
高
校

の
時
代
か
ら
古
い
歴
史
を
持
ち
、
全
国
大

会
で
の
優
勝
は
こ
れ
ま
で
に
10
回
を
数
え

ま
す
。

　

同
部
は
、
３
月
に
山
形
県
で
行
わ
れ
た

選
抜
大
会
、
８
月
に
埼
玉
県
で
行
わ
れ
た

高
校
総
体
で
、
個
人
、
団
体
と
も
に
優
勝

し
、
11
回
目
の
全
国
優
勝
と
、
選
抜
大
会
、

高
校
総
体
、
国
民
体
育
大
会
優
勝
の
三
冠

を
か
け
て
、
大
分
県
で
行
わ
れ
た
国
民
体

育
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
（
以

下
「
大
分
国
体
」）」
の
新
体
操
競
技
は
、

９
月
28
日
と
29
日
の
二
日
間
、
大
分
県
別

府
市
の
大
分
県
立
別
府
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、

男
子
14
チ
ー
ム
、
女
子
21
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
個
人
競
技
（
４
種
目
）
と
団
体
競
技

の
総
合
で
争
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
体
操
は
、
力
強
さ
や
ス
ピ
ー
ド
、
柔

軟
性
、
巧
み
な
手
具
さ
ば
き
な
ど
が
要
求

さ
れ
ま
す
。
男
子
は
連
続
す
る
回
転
系
の

演
技
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き
の
変
化
や

跳
躍
の
高
さ
な
ど
が
魅
力
で
す
。女
子
は
、

多
彩
な
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
や
手
具
の
操

作
、
レ
ベ
ル
の
高
い
ジ
ャ
ン
プ
や
バ
ラ
ン

ス
な
ど
が
要
求
さ
れ
、
演
奏
に
溶
け
込
ん

だ
芸
術
性
の
高
い
演
技
が
魅
力
で
す
。

　

大
分
国
体
で
は
、
ま
ず
28
日
に
個
人
競

技
（
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
リ
ン
グ
、
ロ
ー
プ
、

ク
ラ
ブ
）
の
４
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
ミ
ス
も
あ
り
、
同
部
の
個
人
順
位

は
、
14
チ
ー
ム
中
９
位
。
三
冠
に
向
け
て

大
き
く
出
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
29
日
に
行
わ
れ
た
団
体
競
技

で
、
選
手
た
ち
は
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ミ
ス
も
な
く
、
大
技
も
成
功
し
て
、
５
人

の
息
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
と
て
も
素
晴
ら

し
い
演
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
同
部

の
演
技
が
終
わ
る
と
、
こ
の
日
一
番
の
歓

声
と
拍
手
が
会
場
か
ら
わ
き
起
こ
り
ま
し

た
。
団
体
の
順
位
は
、
優
勝
し
た
佐
賀
県

に
次
ぐ
２
位
。
個
人
と
団
体
と
合
わ
せ
た

総
合
順
位
は
５
位
（
入
賞
）
と
い
う
結
果

で
し
た
。
三
冠
は
逃
し
た
も
の
の
、
試
合

後
の
選
手
た
ち
の
表
情
は
と
て
も
晴
れ
や

か
で
、満
足
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

悔
い
の
な
い
演
技
が
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
選
手
た
ち
に
話
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

小
林
秀
峰
高
校
・
小
林
工
業
高
校
新
体
操
部
。
選
抜
大
会
、
高
校
総
体
を
完
全
優
勝
し
、

三
冠
を
か
け
て
、
大
分
国
民
体
育
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

同
部
に
は
、
え
び
の
市
出
身
者
が
９
人
所
属
。

今
号
で
は
、
そ
の
選
手
た
ち
の
活
躍
に
迫
っ
て
み
ま
し
た
。

体育館で日々練習に励む部員の皆さん。
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1.応援する保護者の皆さん 2.女子の演技 3.表彰式での選手たち 4.大分国体を最後に国
体競技から外される男子新体操。復活を要望する署名も行われた 5.流れるような演技
6.大技の一つ風車 7.団体では全体２位の高得点をマーク 8.倒立では２秒間静止しなけ
ればならない 9.岡山の選手たちと 10.うまくキャッチして 11.最初の大技３段タワー
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全
国
の
大
舞
台
で

活
躍
し
た
選
手
た
ち
。

３
月
に
山
形
県
で
行
わ
れ
た
選
抜
大
会
、
８
月
に
埼
玉
県
で
行
わ
れ
た
高
校
総
体
、
そ
し
て

９
月
に
大
分
県
で
行
わ
れ
た
国
民
体
育
大
会
。
全
国
の
大
舞
台
で
活
躍
し
た
選
手
６
人
に
、

大
会
で
の
感
想
や
こ
れ
か
ら
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

大分国体大会後の選手たち。

　僕は、選抜大会と高校総体
の団体で出場しました。どち
らも優勝できてとてもうれし
かったのですが、国体では、
補欠でしたので、最初はとて
も悔しかったです。競技する
のは５人ですが、自分には皆
を支える役割があると思い、
応援やサポートに尽くしまし
た。これからはチームを引っ
張っていくことになりますが、
まずは、常日ごろから選手同
士の団結力を高めていきたい
と思います。先輩後輩関係な
く意見が言える雰囲気づくり
をしたいです。上江小・中学
校も新体操は盛り上がってい
るので、ぜひ、がんばってほ
しいと思います。高校でも続
けてくれたらうれしいです。

上江中出身（西上江）

田尻　卓也さん

　中学１年生の時に、兄の影
響で新体操を始めました。ビ
デオなどを見て、自分が成長
しているのが分かると、とて
もうれしいし、楽しいです。
僕は先輩たちの中で新体操を
することで、いろんなことを
学びました。だから今度は、
僕が後輩たちにその学んだこ
とを教えていきたいです。国
体の団体は６人から５人に変
わって難しかったです。男子
新体操は、今年の国体を最後
に競技種目から外れます。と
ても寂しいです。次は私たち
が引っ張っていくことになり
ますが、先輩たちの築いた伝
統を壊さないように、まずは、
選抜大会、高校総体の連覇を
目標にがんばりたいです。

小林中出身

北ノ薗　峻二さん

　小学校６年生の時に、先輩
の演技を見てかっこいいなと
思って中学校から新体操を始
めました。新体操の魅力は、
皆と一緒に演技をするという
ことです。皆と息がぴったり
合った時はとても気持ちがい
いです。新体操を通して、あ
いさつ、チームワークの大切
さなど、人との関わり方を学
びました。これからの人生で
とっても大切なことだと思い
ます。国体では、優勝できま
せんでしたが、３年間やって
きた中で一番の演技ができた
と思っています。進学し、新
体操はやめますが、たまには
高校（秀峰高校）に顔を出して、
後輩たちに僕が教わったこと
を教えていきたいと思います。

飯野中出身（中原田）

有村　一希さん

　国体では、自分のミス（個
人種目）で順位が下がってし
まい、団体では悔いを残さな
いよう自分の持つ力をすべて
出し切ろうと思いました。そ
の結果、とてもいい演技がで
きて、満足しています。いい
結果を出せた時はとてもうれ
しいですが、失敗が続くと、
とても不安になりつらいです。
でも、そんな時に助けてくれ
るのが、仲間たちや親でした。
こういうところも新体操の良
さだと思います。上江小・中
学校の後輩たちが今がんばっ
ています。自分たちの姿を見
て、がんばってくれるのはと
てもうれしいです。これから
も新しい伝統をつくってほし
いと思います。

上江中出身（中上江）

岩下　将吾さん

選
抜
大
会
、
高
校
総
体
、
大
分
国
体

の
三
大
会
に
は
、
こ
の
６
人
が
個

人
、団
体
の
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

６
人
の
う
ち
、５
人
が
え
び
の
市
出
身
。

飯
野
中
学
校
、
上
江
中
学
校
で
新
体
操
を

し
て
き
た
選
手
た
ち
で
す
。

　

小
林
秀
峰
高
校
・
小
林
工
業
高
校
新
体

操
部
の
主
将
を
務
め
る
の
は
、
日
髙
祐
樹

さ
ん
。
日
髙
さ
ん
は
、
選
抜
大
会
、
高
校

総
体
の
個
人
の
部
で
も
優
勝
し
ま
し
た
。

そ
の
日
髙
さ
ん
に
、
新
体
操
の
魅
力
を
聞

い
て
み
る
と
「
新
体
操
は
苦
し
い
、
危
険

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
練
習
は
と
て
も
き
つ
い
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
き
つ
い
練
習
に
耐
え
、
試
合

で
大
歓
声
を
も
ら
っ
た
時
は
、
自
分
も
感

動
し
ま
す
し
、
観
客
に
も
感
動
を
与
え
ら

れ
た
ん
だ
な
と
実
感
で
き
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。
大
分
国
体
団
体
の
部
で
は
、
同
部

の
演
技
が
終
わ
る
と
、
割
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
と
歓
声
が
、
会
場
か
ら
わ
き
起
こ
り

ま
し
た
。
こ
の
時
、
観
客
が
感
動
し
て
い

た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
演
技
し
た
選
手
た
ち

も
感
動
し
て
い
た
の
で
す
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
が
口
を
そ
ろ
え
て
話
す

の
が
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
た
ち
の
存

在
。
時
に
は
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
時

に
は
本
当
に
苦
し
い
時
に
支
え
て
く
れ
る

良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
な
の
で
す
。
選
手
た
ち

は
、
失
敗
が
続
く
と
不
安
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
、
仲
間
た
ち
が
声
を
か
け
合

い
、
励
ま
し
合
う
の
で
す
。

　

ま
た
、「
親
や
家
族
の
支
え
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
」
と

皆
さ
ん
話
し
ま
す
。
大
分
国
体
で
は
、
選

手
の
保
護
者
の
方
も
応
援
に
駆
け
つ
け
ま

し
た
。
演
技
前
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、

と
て
も
緊
張
し
た
表
情
で
、
祈
る
よ
う
に

選
手
た
ち
を
応
援
し
ま
し
た
。こ
こ
ま
で
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
緊
張
す
る
の
も
、
選

手
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
き
つ
い
練
習
を
見

て
き
た
か
ら
、
選
手
た
ち
の
新
体
操
に
か

け
る
思
い
を
十
分
に
感
じ
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
分
国
体
で
は
、
惜
し
く
も
優
勝
は
逃

し
た
も
の
の
、
試
合
後
の
選
手
た
ち
の
表

情
は
と
て
も
晴
れ
や
か
で
、
達
成
感
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
悔

し
さ
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
以
上
に

得
た
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　国体で優勝できなかったの
は、とても悔しかったですが、
皆一つになって団体ではとて
もいい演技ができたので悔い
はありません。失敗して他の
選手たちに迷惑をかけると申
し訳なく思いますが、皆がゲ
キをとばしてくれるので助か
ります。また、親の支えも大
きかったです。普段、父はと
ても厳しいですが、落ち込ん
でいる時は、やさしく励まし
てくれました。今、母校の上
江小・中学校の新体操部もが
んばっているので、これから
が楽しみです。大学でも新体
操を続けます。祐樹（日髙主将）
とは違う大学で、ライバルと
なりますが、祐樹に負けない
ようにがんばりたいです。

上江中出身（白鳥）

山口　竜昇さん

　選抜大会で個人、団体とも
に優勝という自信があって、
それが高校総体にもつながり
ました。高校総体で優勝し、
国体での優勝、３冠達成とい
う目標が固いものとなりまし
た。国体では優勝できず、と
ても悔しい思いをしましたが、
自分たちができるすべてのこ
とはやったので、悔いはあり
ません。失敗が続き、悩んだ
時期もありましたが、仲間や
家族、いろんな人に助けても
らって、ここまでやることが
できました。僕たち３年生に
とって高校最後の大会となる
全日本選手権では、大学生と
勝負することになりますが、
大学生に勝つつもりでがんば
りたいと思います。

飯野中出身（飯野麓）

日髙　祐樹主将

i n t e r v i e w
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小
林
秀
峰
高
校
・
小
林
工
業
高
校
の
新

体
操
部
に
は
、
え
び
の
市
出
身
が
９
人
い

ま
す
。
う
ち
、
５
人
が
、
全
国
大
会
と
い

う
大
き
な
舞
台
で
選
手
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
同
部
は
テ
レ
ビ
放
送
で
も
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
か
ら
大
き
く
注
目

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
同
部
の
活
躍
は
、

新
体
操
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

は
な
く
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
感

動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
同
部
の

３
年
生
は
、
来
年
４
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
別

の
道
を
歩
き
始
め
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

３
年
間
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
「
仲
間
」
と

い
う
固
い
絆
は
、
こ
れ
か
ら
も
壊
れ
る
こ

と
な
く
、
強
く
結
ば
れ
て
い
く
こ
と
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
３
月
に
卒
業
し
て

い
く
３
年
生
の
皆
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
長

い
人
生
の
中
で
、
大
き
な
壁
に
ぶ
ち
当
た

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。そ
ん
な
時
に
、

こ
の
３
年
間
の
厳
し
い
練
習
の
中
で
得
た

も
の
を
思
い
出
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来

や
夢
、
目
標
に
向
か
っ
て
、
大
き
く
羽
ば

た
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
部
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
―
。　
　
　
（
完
）

　日々の練習では、精神面を厳しく
指導しています。妥協した時や弱さ
を見せた時は特に厳しく指導してい
ます。３冠をとらせてあげられずに、
部員には申し訳なく思いますが、選
手たちは悔いのない演技ができたの
ではないかと思っています。負けて
終わりではなく、負けたことも、必
ず次につながると思います。３年生

は、これから新体操を続ける者、や
める者それぞれいますが、これまで
やってきたことを誇りに思い、新体
操でつちかった仲間とのつながりを
職場などでも生かしてほしいと思い
ます。これからも応援してくれる保
護者やＯＢなど、いろんな方々にい
い演技が見せられるように指導して
いきたいですね。

永野　護　監督

M
a

m
o

ru

　N
a

g
a

n
o◎小林秀峰高校・小林工業高校新体操部『仲間とのつながりを

今後に生かしてほしい』Interview

小林秀峰高校・小林工業高校新
体操部の皆さん。現在、マネー
ジャーの小原恵里香さん（同校
１年生）を含め 16 人で日々の練
習に励んでいます。

7　ebino　city　public　relations.　2008.10

未
来
に
向
か
っ
て

大
き
く
羽
ば
た
け
―
。

　小林秀峰高校のお兄ちゃん
たちの演技を見て、全員の息
がぴったり合っているところ
や、僕にはできない技がたくさ
んあってすごいなあと思いまし
た。僕も、練習をたくさんがん
ばっていろんな技ができるよう
になりたいです。中学校でも新
体操を続けて、秀峰高校に入っ
て新体操をやりたいです。

上江ジュニア体操教室キャプテン

岩下　涼志くん（上江小６年）

R y o u j i 　I w a s h i t a

僕
も
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち

み
た
い
に
な
り
た
い

Interview

写真上）上江ジュニア体操教室に通う子
どもたちは、毎週土曜日と日曜日に上江
中学校の体育館で練習に励んでいます。
写真下）９月 23 日に上江小学校の体育
館で行われた第 25 回中上江秋まつり大
会では、上江ジュニア体操教室と上江中
学校新体操部が練習の成果を披露。地域
にも貢献しています。

え
び
の
市
内
で
は
、
上
江
小
学
校
の

児
童
が
通
う
上
江
ジ
ュ
ニ
ア
体
操

教
室
と
、
上
江
中
学
校
の
新
体
操
部
が
あ

り
ま
す
。
以
前
は
、
飯
野
中
学
校
新
体
操

部
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
上
江
中

学
校
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

選
抜
大
会
、
高
校
総
体
、
大
分
国
体
と

い
う
三
つ
の
全
国
大
会
で
の
同
部
の
活
躍

は
、
新
体
操
に
励
む
子
ど
も
た
ち
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
で
４
年
目
と
な
る
上
江
ジ
ュ
ニ
ア

体
操
教
室
。
同
教
室
に
は
上
江
小
学
校
の

３
年
生
～
６
年
生
９
人
が
通
い
ま
す
。
毎

週
土
曜
日
と
日
曜
日
に
、
上
江
中
学
校
の

体
育
館
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
同
教

室
の
前
田
正
一
監
督
は
、「
ま
ず
は
ケ
ガ

が
な
い
よ
う
に
、
の
び
の
び
楽
し
く
練
習

し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。
同
教
室
は
、
上
江
中
学
校
の
新
体

操
部
と
は
も
ち
ろ
ん
、
小
林
秀
峰
高
校
・

小
林
工
業
高
校
に
も
足
を
運
ん
で
、
一
緒

に
練
習
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
同
部
の
活
躍
は
、
合
同
練
習
や
演
技

会
、
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
で
も
子
ど
も
た
ち

は
見
て
い
ま
す
。
そ
の
活
躍
を
目
に
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
明
ら
か
に
新
体
操
に
取

り
組
む
姿
勢
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
試
合
で
の
一
人
一
人
の
気
持
ち
が
大

き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
前
田
監

督
。
同
教
室
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
試
合

で
勝
ち
た
い
」と
、強
く
思
う
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。そ
れ
が
実
を
結
ん
だ
の
か
、

今
年
の
８
月
19
日
に
、
福
岡
県
で
行
わ
れ

た
九
州
大
会
で
は
、
見
事
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
教
室
の
岩
下

涼
志
キ
ャ
プ
テ
ン
も
、「
僕
も
お
兄
ち
ゃ

ん
た
ち
の
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
、
同
部

の
選
手
た
ち
一
人
一
人
の
姿
が
、
一
つ
の

目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
教
室
と
上
江
中
学
校
新
体
操

部
は
、
９
月
23
日
に
行
わ
れ
た
中
上
江
秋

ま
つ
り
大
会
で
、
日
々
の
練
習
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
技
を
披
露
。
訪
れ
た
多
く

の
観
客
に
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
部
も
、
大
会
や
演
技
会
だ
け
で
は
な

く
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
福
祉
施
設
や
、

運
動
会
な
ど
で
も
演
技
を
披
露
し
、
観
客

か
ら
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
新
体
操
を
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
披

露
す
る
こ
と
で
、
新
体
操
を
知
っ
て
も
ら

い
、
感
動
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

は
地
域
貢
献
活
動
の
大
切
な
一
つ
で
す
。

同
部
の
全
国
で
の
活
躍
を

大
き
な
励
み
に
―
。
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少子高齢化が進む中、地域での支え合いや温かいふれあい
を保ちながら、高齢になっても住み慣れた地域で、いきい
きと安心して暮らせるようなほっとな福祉事業を展開して
いきます。

【事業例】地域福祉支援事業、地域支え合い事業、シルバー人材センター
補助支援など

えびの高原や川内川に代表される豊かな大自然や「田の神
さあ」がたたずむ田園風景など、えびのならではの貴重な
自然環境を保全・活用するほっとな事業を実施します。

【事業例】郷土の森（アバンダント白鳥）づくりなど

　　　高齢になっても安心して住める地域福祉に関する事業

　　　貴重で豊かな自然環境の保全に関する事業2

1

地域に息づく貴重な文化財、伝統芸能の保存・伝承をはじ
め、市民参加による地域文化振興のためのほっとな事業を
実施します。

【事業例】郷土芸能発表事業、市民音楽祭など

　　　貴重な伝統文化の保存や地域文化の振興に関する事業3

使途を指定しない寄附金については、未来に向けた魅力あ
るまちづくりのために、市長が寄附金の使い道を決定させ
ていただきます。前記の１～３の事業以外に希望される使
途があれば、その意向を尊重します。

　　　その他市長にお任せする事業4

総
所
得
金
額
の
40
％
が
上
限
と
な

り
ま
す
。

住
民
税
（
税
額
控
除
）　

次
の
合

計
額
が
、
翌
年
度
の
個
人
住
民
税

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

①
（
そ
の
年
に
支
出
し
た
地
方
公

共
団
体
へ
の
寄
附
金
の
合
計
額
ー

５
千
円
）
×
10
％

②
（
そ
の
年
に
支
出
し
た
地
方
公

共
団
体
へ
の
寄
附
金
の
合
計
額
ー

５
千
円
）
×
（
90
％
ー

所
得
税
の

税
率
）

　

た
だ
し
、
②
の
金
額
に
つ
い
て

は
、
個
人
住
民
税
所
得
割
額
の
１

割
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金

額
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る

寄
附
金
以
外
の
寄
附
金
と
合
わ
せ

て
、
そ
の
年
の
総
所
得
金
額
等
の

30
％
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

　

え
び
の
を
応
援
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
と
は
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
つ
な
が
り
を
も
ち
、
美
し

く
活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
と
し

て
、
あ
な
た
の
心
に
輝
き
続
け
る

本
当
の
ふ
る
さ
と
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

え
び
の
市
企
画
政
策
課
政
策
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
２
１
・
３
２
２
）

※
税
控
除
や
住
民
税
等
に
関
す
る

こ
と
は
税
務
課
市
民
税
係
（
内
線

２
１
２
・
２
１
７
）
ま
で
。

　

寄
附
を
さ
れ
た
方
に
は
、
寄
附

金
受
領
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
寄
附
金
は
、
５
千
円
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度

額
ま
で
、
所
得
税
の
軽
減
と
個
人

住
民
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
な
ど
の
際
に
、
こ

の
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

寄
附
の
状
況
や
寄
附
を
財
源

に
行
っ
た
具
体
的
な
事
業
等
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま

す
。
ま
た
、
寄
附
者
の
ご
希
望
に

応
じ
て
、
事
業
報
告
や
そ
の
事
業

に
係
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
ご
案
内
な

ど
、
継
続
的
に
え
び
の
市
の
情
報

を
発
信
し
ま
す
。
寄
附
後
も
継
続

し
た
関
係
を
保
つ
よ
う
に
努
め
、

ふ
る
さ
と
え
び
の
の
発
展
の
姿
を

見
て
聞
い
て
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
寄
附
金
控
除

（
所
得
税
軽
減
・
住
民
税
控
除
）、

法
人
税
法
上
の
損
金
算
入
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

所
得
税
（
所
得
控
除
）　

そ
の
年

に
寄
附
し
た
金
額
の
合
計
か
ら
、

５
千
円
を
引
い
た
額
が
、
所
得
金

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

対
象
と
な
る
寄
附
金
の
額
は
、
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
以

外
の
寄
附
金
と
合
わ
せ
て
、
年
間

故
ふ る さ と

郷への思いを
まちづくりに

【特集②】えびの市心のふるさと寄附金を創設

えびの市では、今回、えびの市を応援したいと思う方のお力をいただこうと、ふるさと納
税制度による『えびの市心のふるさと寄附金』を創設しました。今号では、その寄附金の
概要についてお知らせします。えびの市出身者や縁故のある方はもちろん、そうでない方
も、「ほっとなえびの」の心のふるさとづくりに参加をお願いいたします。全国からの応
援を心からお待ちしております。

　

え
び
の
市
に
は
豊
か
な
自
然
環

境
や
魅
力
あ
る
伝
統
文
化
等
の
地

域
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
や
え
び
の
の

発
展
を
願
う
人
々
の
思
い
を
、
寄

附
を
通
じ
て
実
現
し
、
多
様
な

人
々
の
参
画
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附

金
は
、「
え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ

と
基
金
」
に
積
み
立
て
て
、
え
び

の
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
応
援
メ

ニ
ュ
ー
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
中

か
ら
、
寄
附
者
が
賛
同
す
る
事
業

に
翌
年
度
以
降
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

①
寄
附
金
の
額

　

寄
附
金
の
額
に
指
定
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
５
千
円
以
下
は
寄
附
金

控
除
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

②
寄
附
の
手
続
き

　

ま
ず
、
寄
附
申
出
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
専
用
の
寄
附

申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で

市
企
画
政
策
課
に
届
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。
寄
附
申
出
書
は
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
取
り
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド

レ
ス:http://w

w
w

.city.ebino.
lg.jp

）
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

■
郵
送
に
よ
る
お
取
り
寄
せ

〒
８
８
９
‐
４
２
９
２　

宮
崎
県

え
び
の
市
大
字
栗
下
１
２
９
２
番

地　

え
び
の
市
企
画
政
策
課
政
策

係　

ま
で

■
電
話
に
よ
る
お
取
り
寄
せ

電
話
番
号
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１

１
１
（
内
線
３
２
１
・
３
２
２
）

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
お
取
り
寄
せ

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
０
９
８
４
‐
35
‐

０
４
０
１

　

申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
払
込

み
の
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

寄
附
申
出
書
で
選
択
さ
れ
た
方
法

で
寄
附
金
の
払
込
み
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

事
業
の
目
的

寄
附
金
の
使
い
方

寄
附
の
方
法

寄
附
の
優
遇
税
制

広報えびの　8
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財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等
を

公
表
し
ま
す
。

えびの市の健全化判断比率と資金不足比率

　平成 19 年度決算に基づき、健全化判断比率を算定した結果、比率は以下のとおりとなり、いずれの指
標についても、早期健全化基準（財政状況が悪化した場合に、財政の早期健全化を図るべき基準）を下回
りました。

◎健全化判断比率

健全化判断比率 えびの市の比率 早期健全化基準 財政再生基準
①実質赤字比率 ―（※１） 14.26％ 20.0％
②連結実質赤字比率 ―（※２） 19.26％ 40.0％（※３）
③実質公債費比率 14.4％ 25.0％ 35.0％
④将来負担比率 13.8％ 350.0％ ―

（※１、※２）①の実質赤字比率と②の連結実質赤字比率が「―」となっているのは、実質赤字額や連結実質赤字額がないため、比率が「ない」
ことを示しています。

（※３）連結実質赤字比率の財政再生基準については経過的な基準が設けられており、本来は 30.0％ですが、平成 21 年度決算分までは 40.0％、
平成 22 年度決算分においては 35.0％です。

◎資金不足比率
　平成 19 年度決算に基づき、各公営企業における資金不足比率を算定した結果、資金不足を生じた公営
企業はないため、比率は「ない」ことになり、経営健全化基準（経営の健全化を図るべき基準）を下回り
ました。

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準
水道事業会計 ― 20.0％
病院事業会計 ― 20.0％
観光特別会計 ― 20.0％

平
成
19
年
６
月
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
19
年
度
決
算
に

基
づ
い
て
え
び
の
市
の
健
全
化
判
断
比
率
等
を
算
定
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(
)

　

こ
の
法
律
は
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
比
率

の
公
表
制
度
を
設
け
、
そ
の
比
率

に
応
じ
て
財
政
の
早
期
健
全
化
お

よ
び
財
政
の
再
生
等
に
必
要
な
行

財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

　

公
表
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
、

下
記
の
５
つ
の
比
率
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
▽
一
般
会
計
等

を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
▽
全
会
計

を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率
▽
一
般
会
計

等
が
負
担
す
る
公
債
費
等
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

④
将
来
負
担
比
率
▽
一
般
会
計
等

が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負

債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比

率
（
①
か
ら
④
ま
で
を
「
健
全
化

判
断
比
率
」
と
言
い
ま
す
。）

※
標
準
財
政
規
模
と
は
、
地
方
公

共
団
体
の
一
般
財
源
の
標
準
規
模

を
示
す
も
の
で
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率
▽
公
営
企
業
ご

と
の
資
金
不
足
額
の
事
業
規
模
に

対
す
る
比
率

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
健

全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

を
監
査
委
員
の
審
査
を
受
け
た
上

で
、議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、

住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

も
し
、
４
つ
の
健
全
化
判
断
比

率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
）
の
う
ち
、
一
つ

で
も
早
期
健
全
化
基
準
以
上
の
場

合
は
、
財
政
の
早
期
健
全
化
段
階

と
な
り
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
健
全
化
計
画
は
、
議
会
の

議
決
を
経
て
定
め
、
速
や
か
に
公

表
す
る
と
と
も
に
、
県
知
事
へ
報

告
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
実
施
状

況
を
議
会
に
報
告
し
公
表
し
ま

す
。
財
政
健
全
化
計
画
の
実
施
状

況
を
踏
ま
え
て
、
財
政
の
早
期
健

全
化
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
は
、
県
知
事
か
ら

必
要
な
勧
告
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
が
早
期

健
全
化
の
状
態
よ
り
さ
ら
に
悪
化

し
、
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
の
い
ず

れ
か
が
、
財
政
再
生
基
準
以
上
の

場
合
に
は
、
財
政
の
再
生
段
階
と

な
り
、
財
政
再
生
計
画
を
定
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
再
生
計
画
は
、
議
会
の
議

決
を
経
て
定
め
、
速
や
か
に
公
表

し
ま
す
。
ま
た
、
県
知
事
を
経
由

し
て
総
務
大
臣
に
報
告
等
を
行
い

ま
す
。

　

財
政
再
生
計
画
を
定
め
て
い
る

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
そ
の

実
施
状
況
を
議
会
に
報
告
し
公
表

し
ま
す
。
な
お
、
財
政
再
生
計
画

に
総
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
い
る

場
合
で
な
け
れ
ば
、
災
害
復
旧
事

業
等
を
除
き
、
地
方
債
の
起
債
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
財
政
再
生

【
法
律
の
趣
旨
】

【
法
律
の
概
要
】

団
体
の
財
政
の
運
営
が
計
画
に
適

合
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
等

に
お
い
て
は
、
総
務
大
臣
か
ら
予

算
の
変
更
や
計
画
の
変
更
等
必
要

な
措
置
の
勧
告
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不
足

比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
を
上
回

る
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化
計
画

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

経
営
健
全
化
計
画
は
、
議
会
の
議

決
を
経
て
定
め
、
速
や
か
に
公
表

す
る
と
と
も
に
、
県
知
事
へ
報
告

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
実
施
状
況

を
議
会
に
報
告
し
公
表
し
ま
す
。

　

経
営
健
全
化
計
画
の
実
施
状
況

を
踏
ま
え
て
、
財
政
の
早
期
健
全

化
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
県
知
事
か
ら
必

要
な
勧
告
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　えびの
市では、

財政健全
化のため

に次

の取り組
みを行っ

てきまし
た。

　これら
に取り組

んだこと
により、

財政

健全化に
つなげる

ことがで
きたと考

えて

いますが
、今後も

市民の皆
さんが安

心し

て暮らす
ことので

きる行政
サービス

を提

供するた
めに、財

政健全化
に引き続

き努

めていき
ます。

財政健全化
の取り組み

【財政健全
化実施計画

】

（平成 14
年度～ 15

年度）

【緊急財政
改革推進計

画】

（平成 16
年度～ 18

年度）

【第２次財
政改革推進

計画】

（平成 19
年度～ 21

年度）
　

え
び
の
市
の
健
全
化
判
断
比
率

と
資
金
不
足
比
率
は
、
上
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、

健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足
比

率
と
も
に
、
基
準
を
下
回
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
財
政

健
全
化
の
取
り
組
み
（
左
囲
み
記

事
参
照
）
に
対
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
健
全
な
財
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
財
政
課
経
営
分
析
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
８
２
）

【
え
び
の
市
の
状
況
】
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04 03
麻しん風しんの流行防止のために

予防接種を受けましょう
幼年消防用活動資器材を整備

防災普及啓発活動に役立てて
広域化に向けて検討が進んでいます

県内市町村消防の広域化
職員が伺いますのでご協力を

個人住民税の特別徴収を推進
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■お問い合わせ先
市総務課防災交通係（内線 313・316）

■お問い合わせ先
市企画政策課政策係（内線 321・322）

向
上
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
で
、
広
域
化
し
て
も
消
防
署
所

の
数
を
減
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、消
防
団
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
で
広
域
化
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

広
域
化
は
、
消
防
本
部
の
規
模

を
管
轄
人
口
お
お
む
ね
30
万
人
以

上
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
、
都
道

府
県
が
策
定
し
た
推
進
計
画
を
も

と
に
、
平
成
24
年
度
を
め
ど
に
実

現
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
県
で
は
、
平
成
20
年
３
月

に
宮
崎
県
市
町
村
消
防
広
域
化
推

進
計
画
が
策
定
さ
れ
、
同
計
画
に

お
い
て
は
、
県
域
一
消
防
本
部
体

制
と
三
消
防
本
部
体
制
の
二
つ
の

組
合
せ
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
関
係
機
関
と
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
同
計
画
に
よ

る
と
遅
く
と
も
今
年
末
ま
で
に

は
、
県
内
市
町
村
消
防
の
広
域
化

対
象
市
町
村
の
組
合
せ
が
決
定
さ

れ
る
見
通
し
で
す
。

　

こ
の
組
合
せ
決
定
の
後
は
、
関

係
市
町
村
に
よ
る
「
運
営
計
画
」

作
成
の
た
め
の
協
議
が
行
わ
れ
、

広
域
化
し
て
も
消
防
署
所
の
数
は

減
ら
さ
な
い
こ
と
を
前
提
に
し

て
、
広
域
化
の
効
果
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
広

域
化
後
の
消
防
体
制
に
お
け
る
本

部
機
能
や
署
所
の
あ
り
方
等
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
て
も
古
く
な
っ
て
お
り
、
満
足

し
て
演
奏
で
き
る
状
態
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
、
鼓
笛
隊
の
楽
器
等
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
運
動
会

や
発
表
会
で
の
活
用
は
も
ち
ろ

ん
、
防
災
や
防
犯
、
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
る
パ
レ
ー
ド
等
に
も
参

加
し
、
防
災
普
及
啓
発
活
動
に
役

立
て
ま
す
。

　

引
渡
式
で
市
長
は
、「
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
見
て
も
ら
う

た
め
に
、
先
生
の
言
う
こ
と
を
聞

い
て
、
お
友
達
と
し
っ
か
り
練
習

し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
、
園
児
に

楽
器
等
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
保
育
園
の
紫
雲
眞
弓

園
長
は
、「
子
ど
も
の
成
長
に
つ

な
が
る
も
の
に
は
、
幅
広
く
活
用

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
の
の
大

切
さ
や
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
、
小

さ
い
時
か
ら
教
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

楽
器
や
衣
装
を
身
に
着
け
た
園

児
た
ち
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
、
元
気
な
声
で
市
長
に

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

加
久
藤
保
育
園
に
、
10
月
８

日
、
幼
年
消
防
用
活
動
資
器
材
と

し
て
、太
鼓
セ
ッ
ト
や
シ
ン
バ
ル
、

ベ
ス
ト
や
ベ
レ
ー
帽
な
ど
の
鼓
笛

隊
セ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
民
間
防
火
組
織
等
の

防
火
・
防
災
普
及
啓
発
推
進
事
業

と
し
て
、
財
団
法
人
日
本
防
火
協

会
の
助
成
（
宝
く
じ
の
助
成
）
を

受
け
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

加
久
藤
保
育
園
が
こ
れ
ま
で
所

有
し
て
い
た
鼓
笛
隊
の
演
奏
を
行

う
た
め
に
必
要
な
子
ど
も
用
の
大

太
鼓
、
小
太
鼓
、
シ
ン
バ
ル
等
は
、

園児たちはとても喜んでいました。

　

平
成
20
年
４
月
の
予
防
接
種
法

改
正
に
よ
り
、
中
学
１
年
生
と
高

校
３
年
生
相
当
年
齢
の
方
の
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
）
が
定
期
接
種
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
10
代
お
よ
び
20
代
の
年

齢
層
を
中
心
に
麻
し
ん（
は
し
か
）

が
流
行
し
ま
し
た
。
今
回
の
法
改

正
は
、
今
後
、
日
本
国
内
で
の
麻

し
ん
の
流
行
の
防
止
お
よ
び
患
者

の
発
生
を
抑
止
す
る
た
め
に
、
麻

し
ん
の
予
防
接
種
を
１
回
し
か
受

け
て
い
な
い
方
で
、
就
学
等
に
よ

り
集
団
生
活
を
す
る
環
境
下
に
あ

る
方
に
、
２
回
目
の
接
種
の
機
会

を
設
け
る
も
の
で
す
。

　

ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
方
は
、

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

◎
第
３
期
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接

種
▽
中
学
１
年
生
相
当
年
齢
の
方

（
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
）

◎
第
４
期
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接

種
▽
高
校
３
年
生
相
当
年
齢
の
方

（
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
３

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
）

【
接
種
で
き
る
医
療
機
関（
市
内
）】

え
び
の
眼
科
こ
だ
ま
小
児
科
医

院
、
杉
原
耳
鼻
咽
喉
科
、
え
び
の

第
一
病
院
、
渡
辺
医
院
、
え
び
の

市
立
病
院
、
前
田
医
院
、
京
町
共

立
病
院　

※
他
の
西
諸
市
町
の
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
、
下
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
の
方
に
は
、
今
年
の
４
月

に
個
人
通
知
に
よ
り
問
診
票
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
が
、
紛
失
さ
れ

た
方
は
、
市
健
康
保
険
課
市
民
健

康
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

早めに予防接種を受けましょう。

■お問い合わせ先
市健康保険課市民健康係（内線 282）

■お問い合わせ先
市税務課市民税係（内線 212・217）

　

個
人
住
民
税
は
、
地
方
公
共
団

体
が
事
業
を
推
進
す
る
上
で
必
要

な
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
貴
重

な
財
源
で
す
。

　

個
人
住
民
税
は
、
皆
さ
ん
が
住

む
市
町
村
に
、
個
人
県
民
税
と
個

人
市
民
税
を
併
せ
て
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。納
め
る
方
法
は
、

各
納
期
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

で
納
付
書
に
よ
り
納
め
る
か
、
口

座
引
き
落
と
し
で
納
め
て
い
た
だ

く
「
普
通
徴
収
」
と
、
給
与
所
得

者
の
方
に
対
す
る
給
与
か
ら
の
天

引
き
に
よ
る
「
特
別
徴
収
」
の
二

つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
特
別
徴

収
」
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を

行
っ
て
い
る
事
業
所
等
が
毎
月
の

給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き

し
、
事
業
所
か
ら
市
町
村
へ
納
入

し
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。
納
税

者
の
方
に
と
っ
て
は
、『
個
人
で

納
め
る
必
要
が
な
く
、
納
め
忘
れ

が
な
い
』、『
１
回
の
納
税
額
が
少

な
く
て
す
む
』
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
え
び
の
市
で
は
、
税
を
適

正
か
つ
確
実
に
納
付
（
納
入
）
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、小
林
県
税
・

総
務
事
務
所
と
西
諸
地
区
の
市
町

と
一
体
と
な
っ
て
、
特
別
徴
収
制

度
の
適
正
化
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
年
度
は
そ
の
一
環
と

し
て
、
職
員
が
各
事
業
所
等
を
訪

問
し
、
特
別
徴
収
制
度
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

現
在
、「
所
得
税
の
源
泉
徴
収

義
務
者
」
と
な
っ
て
い
る
事
業
所

等
に
、
市
民
税
係
の
職
員
が
伺
う

こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
消
防
組
織
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
に

関
す
る
基
本
指
針
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
県
内
市
町

村
の
消
防
の
広
域
化
の
推
進
に
向
け
た

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

近
年
の
災
害
や
事
故
の
多
様
化
・
大
規

模
化
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進

展
等
が
相
ま
っ
て
、
地
域
防
災
力
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
消
防
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

広
域
化
は
、
消
防
体
制
の
整
備
お
よ

び
確
立
を
図
っ
て
消
防
力
を
総
合
的
に

西諸広域行政事務組合
えびの消防署。
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◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］
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赤
く
燃
え
る
白
鳥
神
社
の
楓

●
　

写
真
／
白
鳥
神
社
入
口
の
楓
。
11
月
中
旬
に
見
ご
ろ
を
迎
え
る
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
ひ
じ
き
と
え
び

の
産
の
新
鮮
な
野
菜
を
あ
え
た
「
ひ

じ
き
の
あ
え
物
」
で
す
。

　

ひ
じ
き
は
、
海
藻
の
一
種
で
、
波
の
荒
い

海
岸
近
く
の
岩
場
の
潮
間
帯
付
近
に
繁
茂

し
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
胞
子
の
う
を
付

け
て
成
熟
し
ま
す
。
生
き
て
い
る
間
は
茶
色

～
褐
色
で
す
が
、
加
工
す
る
に
つ
れ
て
真
黒

に
な
り
ま
す
。

　

ひ
じ
き
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
等
の
ミ

ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
な
ど
の
栄
養
素
が
豊
富

レ シ ピ

で
、
添
加
物
な
ど
を
一
切
使
用
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
健
康
食
・
長
寿
食
と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
く
か
ら
「
ひ

じ
き
を
食
べ
る
と
長
生
き
す
る
」
と
言
わ
れ

て
お
り
、
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
９
月
15

日
は
「
ひ
じ
き
の
日
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
理
法
は
、
五
目
煮
の
ほ
か
、
ひ
じ
き
ご

飯
や
サ
ラ
ダ
、
酢
の
物
や
天
ぷ
ら
な
ど
、
幅

広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
晩
の
お
か
ず
に
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
ひ

じ
き
の
あ
え
物
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　

え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

11月8日（土）・9日（日）午前 10時～
え
び
の
市
食
生
活
改
善
推
進
員

永
吉
正
子
　

さ
ん

r e c i p e

【材料（４人分）】
●乾燥ひじき（16 ㌘）●しょうが（10 ㌘）
●酒（小さじ２）●薄口しょう油（小さ
じ１）●ニンジン（30 ㌘）●赤ピーマ
ン（20 ㌘）●オクラ（40 ㌘）●シメジ

（50 ㌘）◎合わせ調味料［●酢（小さじ
２）●薄口しょう油（小さじ２）●砂糖

（大さじ 1/2）●ごま油（大さじ 1/2）］

【作り方】
❶ひじきをたっぷりの水で戻し（途中２、
３度水を変えながら）、さっとゆでて水
気を切っておく。❷フライパンにひじき
を入れ、みじん切りにしたしょうがと酒、
しょう油を加えていりつけて、水気をと
ばす。❸ニンジン、赤ピーマンはせん切
り、オクラは５㎜に切り、シメジは石づ
きをとってほぐし、塩少々でゆでて水気
を切っておく。❹合わせ調味料の酢、しょ
う油、砂糖、ごま油を合わせ、キッチン
ペーパーなどでしっかりと水気を切った
❸をあえる。

えびの
四季彩色
Season　Color　of　Ebino

紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。

秋
の
彩
り
を
感
じ
な
が
ら

白
鳥
の
秋
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。
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えびの白鳥観光祭
（会場：白鳥温泉下湯・白鳥神社）
【内容】紅葉ウォークラリー・お茶会・抽選会

カボチャコンテスト・物産品の販売
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自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば れ 自 会治

サクラランの花をうれしそうに見せる白川さん。

「

◎
ま
ち
づ
く
り
の
条
例
市
民
研
究
会
レ
ポ
ー
ト

高齢者クラブによる菊の花壇の手入れ作業。

　

南
昌
明
寺
地
区
は
、
吉
田
温
泉

郷
付
近
に
点
在
す
る
85
戸
の
集
落

で
す
。「
と
も
に
生
き
る
社
会
」

を
住
民
と
と
も
に
築
い
て
い
く
た

め
、
災
害
発
生
時
の
対
応
や
、
近

所
同
士
で
健
康
状
態
に
気
を
配

り
、
地
区
内
の
行
事
、
会
合
等
に

は
声
を
か
け
合
っ
て
参
加
し
、
お

互
い
の
親
ぼ
く
を
深
め
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
支
え
合
い
事
業
は
、
住
民

の
協
力
に
よ
り
、
平
成
17
年
７
月

に
「
わ
か
ば
会
」
と
し
て
め
で
た

K a n j i 　Y u k a w a

南昌明寺自治公民館長
湯川幹二さん

「ともに生きる社会」
に向けて Minamishoumyouji

く
誕
生
。
南
北
に
長
い
地
形
と
い

う
こ
と
か
ら
、
交
流
の
機
会
も
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
会
を

重
ね
る
た
び
に
親
ぼ
く
の
輪
が
広

が
り
、
こ
も
り
が
ち
の
一
人
暮
ら

し
の
方
々
に
明
る
い
笑
顔
が
見
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
、
地

区
内
の
美
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
交
流
や
健
康
づ
く
り
の
場
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
市
の
高
齢
者

ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
11
月
に
は
研
修

旅
行
も
計
画
さ
れ
、
皆
さ
ん
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

育
成
会
で
は
、
昨
年
か
ら
地
区

営
農
組
合
、
婦
人
部
の
方
々
の
協

力
を
得
て
、
合
同
の
「
田
植
え

会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
、
絶
好
の
田
植
え
日
和
に
恵
ま

れ
て
、
思
い
出
に
残
る
１
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。近
く
、

稲
刈
り
と
収
穫
祭
も
計
画
さ
れ
て

い
て
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

（南昌明寺自治公民館）

今年の９月７日に行われた

鹿児島県で唯一の法学部を設
置している志學館大学は、

霧島市隼人町の高台にあります。
縁あって、この大学の法学部長で
ある河原晶子教授をこの研究会の
アドバイザーとしてお迎えするこ
とができ、その中で私たちは研究
を続けています。おかげで、研究
会は毎回新たな発見の連続です。
　ここで紹介する「自治基本条
例」は、私たちの自治の基本にな
るルールを決めようということで
あり、その本質は「法」です。し
かし、生きた条例にするためには、
単に条例をつくるという作業では

なく、「地域の現場から、私たち
市民の思いを綴る」ということが
重要な要素となります。
　作業を進める中で、「私たち市
民の思いを綴る」と、「法律に照
らし合わせたらどうなのか」、「市
民生活の実態と合うのか」などの
矛盾が出てきます。河原先生はそ
の都度、的確なアドバイスをされ、
研究会のメンバーを勇気づけてく
ださいます。これまでの研究会は
すべて出席され、その熱意には頭
が下がる思いです。
　河原先生は、このような提案も
されています。「この条例のえび

の方言版をつくってはどうです
か」。常にまじめに的確に、時に
は厳しくお話をされますが、こう
いった地域の人々に対する思いや
りやユーモア感覚もお持ちです。
　河原先生は、ぷらいど 21 助成
金審査委員会の委員も務めてい
らっしゃいますが、審査委員会で
の的確な指摘は、申請者にとっ
て「お！」と思わせることが多い
ようです。「心の中にやさしさを、
発言は的確に」という先生です。
　この河原先生のアドバイスを受
けながら、私たちは研究活動を続
けています。

　みんなでつくろう！　えびの市の「憲法」
まちづくりの条例市民研究会
えびの市内の各種団体 45 団体から成る「えびの
市元気なまちづくり市民会議」内に、昨年３月
に設置され、老若男女 19 人で研究を続けている。
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白 川 節 夫 さん

こ
の
花
は
、
花
び
ら
に
特
徴

が
あ
っ
て
か
わ
い
い
花
で

す
。
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
自
宅
で
サ
ク

ラ
ラ
ン
を
栽
培
す
る
白
川
節
夫
さ

ん
（
南
昌
明
寺
区
）
で
す
。

　

白
川
さ
ん
が
サ
ク
ラ
ラ
ン
を
栽

培
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今

か
ら
約
23
年
前
。
当
時
、
日
南
市

の
小
学
校
教
諭
だ
っ
た
白
川
さ
ん

は
、
今
は
亡
き
妻
サ
ク
ラ
さ
ん
と

同
じ
名
前
の
花
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
知
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

栽
培
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ク
ラ
ラ
ン
は
ガ
ガ
イ
モ
科
の

一
種
で
、
一
房
に
20
個
～
30
個
ほ

ど
咲
く
の
が
特
徴
で
す
。
花
は
１

週
間
か
ら
10
日
程
度
咲
い
て
い
ま

す
。
沖
縄
や
屋
久
島
な
ど
温
暖
な

地
域
で
自
生
し
、
本
県
の
日
南
海

岸
近
辺
が
北
限
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
比
較
的
寒
い
え

び
の
で
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
は
珍

し
い
よ
う
で
す
。

　

白
川
さ
ん
が
話
す
よ
う
に
、
そ

の
花
は
、
星
型
の
花
び
ら
が
二
重

に
重
な
っ
て
い
る
と
て
も
か
わ
い

Setuo　Shirakawa

ら
し
い
花
。
た
く
さ
ん
咲
い
た
時

は
、
部
屋
中
そ
の
香
り
で
い
っ
ぱ

い
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

サ
ク
ラ
ラ
ン
は
寒
さ
に
弱
い
た

め
、
家
の
中
で
日
当
た
り
の
よ
い

場
所
で
栽
培
し
な
い
と
花
を
咲
か

せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
気
温
に
さ

え
気
を
付
け
れ
ば
、
栽
培
管
理
は

さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
そ
う
で
す
。

妻と同じ名のサクララン
妻のように大切に育てたい

　
「
今
は
こ
の
花
を
妻
だ
と
思
っ

て
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。
兄
弟

に
も
分
け
て
『
花
が
咲
い
た
』
と

い
う
連
絡
が
く
る
と
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
元
気
な
限
り
育
て
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
白
川

さ
ん
。こ
の
サ
ク
ラ
ラ
ン
の
花
が
、

こ
れ
か
ら
も
咲
き
続
け
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

しらかわ・せつお／ 80 歳／南昌明寺区
／ 54 年間教員として勤務。その間、加
久藤小、大河平小、上江小の教師も務
めた。趣味はサクララン栽培と海釣り。

Setuo　Shirakawa
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９
月
11
日
に
、
小
林
電
設
協
同
組
合

と
え
び
の
市
建
築
技
能
連
合
会
の
メ
ン

バ
ー
が
、
京
町
温
泉
駅
と
飯
野
北
部
の

独
居
老
人
宅
の
電
気
設
備
の
点
検
、
真

幸
駅
舎
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
他
団
体
と
の
交
流
を
深
め
、
観
光

振
興
に
つ
な
が
れ
ば
と
、
同
連
合
会
に

声
を
か
け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
手
際
よ
く

駅
の
蛍
光
灯
を
替
え
た
り
、
駅
舎
の
壁

板
を
張
り
直
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
深
江
貞
利
理
事
長
は
、「
観

光
振
興
に
少
し
で
も
つ
な
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を

実
施
し
、
市
と
と
も
に
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
８
回
九
州
大
会
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
交
歓
え
び
の
大
会
が
、

９
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間
、
永
山
運

動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

競
技
の
技
術
と
ル
ー
ル
の
習
得
、
参
加

者
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た

も
の
で
、
県
内
外
か
ら
１
３
４
人
の
選

手
が
参
加
。
選
手
た
ち
は
、
風
の
向
き

と
強
さ
を
考
え
な
が
ら
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
ホ
ー
ル
（
傘
を
逆
さ
に
立
て
た
よ
う

な
も
の
）
を
目
が
け
て
羽
の
付
い
た

ボ
ー
ル
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
の
選
手
で
は
、
70
歳
以
上

79
歳
以
下
男
子
の
部
で
柴
山
房
美
さ
ん

が
、
同
女
子
の
部
で
福
田
シ
ヅ
子
さ
ん

が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

第
17
回
公
民
館
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
９
月
27
日
、
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、

各
地
区
公
民
館
か
ら
５
人
ず
つ
、
計
20

人
が
出
演
。
出
演
者
た
ち
は
、「
緊
張

し
た
け
ど
気
持
ち
よ
く
歌
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

〈
審
査
結
果
〉
個
人
の
部:

優
勝
▽
西

亜
香
里
（
加
）
準
優
勝
▽
堀
口
小
夜
子

（
上
）
３
位
▽
長
友
光
則
（
加
）
特
別

賞
▽
加
藤
和
男（
上
）・
色
増
国
利（
加
）・

尾
山
富
子
（
飯
）・
園
田
常
義
（
真
）

団
体
の
部:

優
勝
▽
加
久
藤
地
区
（
２

連
覇
）　

準
優
勝
▽
上
江
地
区　

３
位

▽
飯
野
地
区　

敢
闘
賞
▽
真
幸
地
区

※
（　

）
は
地
区
公
民
館
の
頭
文
字

風の向きと強さを考えてスイング。

真幸駅舎の壁板を張り替える建築技能連合会のメンバー。

皆さんプロ顔負けの歌声を披露していました。

　

９
月
30
日
、「『
田
の
神
の
里
』
交
通

安
全
訪
問
サ
ポ
ー
タ
ー
」
協
定
の
締
結

式
が
、
え
び
の
交
通
安
全
協
会
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
え
び
の
高
原
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
教
習
指
導
員

22
人
を「
交
通
安
全
訪
問
サ
ポ
ー
タ
ー
」

に
委
嘱
し
、
市
民
の
交
通
安
全
意
識
の

向
上
と
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

す
も
の
で
す
。
同
ス
ク
ー
ル
、
え
び
の

交
通
安
全
協
会
、
え
び
の
警
察
署
の
３

者
で
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、委
嘱
さ
れ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
や
経
験
を

生
か
し
て
、
各
家
庭
を
二
人
一
組
で
訪

問
し
、
交
通
安
全
教
育
や
交
通
事
故
情

報
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
９

月
28
日
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
野
外
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
市

民
や
留
学
生
な
ど
約
８
０
０
人
が
訪

れ
、
綱
引
き
大
会
や
よ
さ
こ
い
踊
り
、

外
国
人
に
よ
る
演
舞
や
抽
選
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
国
際
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。
綱
引
き
大
会
に
は
34

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ど
の
試
合
も
白
熱

し
た
試
合
展
開
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

〈
綱
引
き
大
会
結
果
〉
男
子
の
部:

優

勝
▽
む
く
む
く　

準
優
勝
▽
丸
正
フ
ー

ズ
Ｂ　

３
位
▽
丸
正
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
Ａ

女
子
の
部:

優
勝
▽
ひ
ま
わ
り
龍
寿
司

レ
デ
ィ
ー
ス　

準
優
勝
▽
Ｓ
Ｍ
Ｔ　

３

位
▽
え
び
の
国
際
よ
さ
こ
い
連
マ
ガ
ン
ダ

協定締結後、がっちりと握手を交わす３者の代表。

県内外からの参加があったよさこい踊り。

　

第
８
回
え
び
の
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
、
10
月
７
日
、
永
山
運

動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
交
流
を
深
め

る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
市
内
の
高
齢
者
や
加
久
藤
小
・
中

学
生
約
８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
雨
の
た
め
、
で
き
な
い
競

技
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
高
齢

者
の
皆
さ
ん
は
、
小
・
中
学
生
と
一
緒

に
な
っ
て
、
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
88
歳
以
上
の
高
齢

者
は
35
人
。
最
高
齢
は
男
性
女
性
と
も

に
95
歳
で
し
た
。
皆
さ
ん
は
「
ま
だ
ま

だ
元
気
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り

ま
す
」と
元
気
よ
く
話
し
て
い
ま
し
た
。加久藤中学校の生徒たちとダンスを楽しむ高齢者クラブ会員。

　

真
幸
地
区
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
、
10
月
５
日
、
真
幸
駅
か
ら
京
町
温

泉
駅
ま
で
の
コ
ー
ス
（
約
６
㎞
）
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
親
子
の
ふ
れ

あ
い
や
地
区
民
の
親
ぼ
く
を
深
め
る
た

め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

小
雨
の
降
る
中
、
親
子
連
れ
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
。
真
幸
駅
舎
の
清
掃

作
業
を
参
加
者
全
員
で
行
っ
た
後
、
京

町
温
泉
駅
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
。
約

１
時
間
半
か
け
て
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
で
は
、
地
区
の
方
々
が
作
っ

た
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者

た
ち
は
、
と
て
も
お
い
し
そ
う
に
お
に

ぎ
り
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

参加者は、真幸駅で幸せの鐘を鳴らして幸せを願いました。

風
を
よ
ん
で
ス
イ
ン
グ

観
光
振
興
に
つ
な
げ
た
い

熱
唱
！
公
民
館
対
抗
歌
合
戦

歌
っ
て
踊
っ
て
国
際
交
流

家
庭
を
訪
問
し
交
通
指
導

親
子
で
え
び
の
路
を
散
策

元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
者



■えびの消防署☎ 0984‐33‐6119 ■えびの警察署☎ 0984‐33‐0110

119 だより 110 だより

information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所☎ 0984‐35‐1111

な参加をお願いします。届いたお
知らせに不明の点がある場合は、
遠慮なくお問い合わせください。
■お問い合わせ先
都城検察審査会事務局
☎ 0986‐23‐4134

　県と宮崎市では、県内企業就職
希望者や来春学校卒業予定者（中・
高校卒業予定者を除く）と県内企
業との出会いの場として、下記の
とおり「2008 みやざき就職フェ
ア」を開催します。

【開催日時】平成 20 年 11 月 10
日（月）午後１時 30 分（受付：
午後０時 30 分～）～午後４時
30 分

【会場】ワールドコンベンション
センターサミットホール（宮崎市）

【参加料】無料
【参加企業】県内企業 130 社予定。
参加企業情報は、宮崎県ホーム
ページに掲載（アドレス：http://
www.pref.miyazaki.lg.jp/）
■お問い合わせ先
宮崎市観光商工部商工労政課
☎ 0985‐21‐1792

　航空自衛隊新田原基地では、下
記のとおり航空祭を開催します。

【開催日時】平成 20 年 12 月７日
（日）午前８時 30 分～午後３時
【会場】航空自衛隊新田原基地お
よび同周辺空域

【入場料】無料
【内容】ブルーインパルスによる
曲技飛行、基地所属航空機による
飛行展示、航空機の地上展示等

【駐車場】基地内Ｂ駐車場、十文
字駐車場（基地隣接地）、 鷲台
駐車場（基地隣接地）は、新田原
基地が発行する駐車券（抽選）が

必要です。11 月 12 日（水）ま
でに往復はがきで申し込んでくだ
さい。基地外特設駐車場は駐車券
は必要なく、基地まで有料シャト
ルバスが往復運行します。
■お問い合わせ先
〒 889‐1492 児湯郡新富町大字
新田 19581　航空自衛隊新田原基
地第５航空団司令部監理部基地渉
外室広報班
☎ 0983‐35‐1121

　小林秀峰高校・小林工業高校で
は下記のとおり文化祭「鈴懸祭」
を開催します。

【開催日時】平成 20 年 11 月７日
（金）・８日（土）
【会場】小林秀峰高校・工業高校内
【内容】７日：合唱コンクール　
８日：販売実習、各学科作品展示、
吹奏楽部演奏、バンド演奏、お笑
いグランプリ等
※この鈴懸祭は環境配慮に取り組
んでいます。エコバッグ持参にご
協力ください。
■お問い合わせ先

小林秀峰高校・小林工業高校
☎ 0984‐23‐2252

　鹿児島刑務所では、下記のと
おり鹿児島矯正展・鹿児島監獄
100 年祭を開催します。

【開催日時】平成 20 年 11 月１日
（土）午前９時～午後４時　11 月
２日（日）午前９時～午後３時

【会場】湧水町吉松総合体育館
【内容】鹿児島監獄 100 年の歩み
の紹介、俳優役所広司さんによる
１日所長、刑務所作業製品の展示
即売、芸能人等によるステージ等
■お問い合わせ先
鹿児島刑務所
☎ 0995‐75‐2025

　県では、下記のとおり「試験場
まつり（技術のひろば）」を開催
します。

【開催日時】平成 20 年 11 月８日
（土）　午前 10 時～午後３時
【会場】県畜産試験場（高原町）

【内容】研究成果の展示、イモ掘
り大会、みやざき地頭鶏試食等
■お問い合わせ先
宮崎県畜産試験場
☎ 0984‐42‐1122

◎第 17 回田の神さあの里市民音
楽祭

【開催日時】平成 20 年 10 月 25
日（土）午後６時 30 分～

【会場】市文化センター
◎田の神さあの里芸能まつり

【開催日時】平成 20 年 11 月８日
（土）午後６時～
【会場】市文化センター
◎第 22 回田の神さあの里産業文
化祭

【開催日時】平成 20 年 11 月 15
日（土）・16 日（日）２日とも午
前９時～午後４時

【会場】文化の杜
■お問い合わせ先
市社会教育課（文化センター内）
☎ 0984‐35‐2268
※産業文化祭は市企画政策課まち
づくり振興係（内線 323）

秋の全国火災予防運動について

９月の活動状況 火災 0件 年計 15 件
［えびの消防署管内］ 救急 45 件 年計 506 件

　11 月９日から 11 月 15 日まで、全国で火災予防運動が
実施されます。現在、火災の原因として最も多いのが放
火です。次にコンロ、たばこ、ストーブと続きます。火
災を防ぐためにも、次のようなことを心がけましょう。

❶家の周囲に燃えやすいもの（古新聞、木材等）を置か
ない❷寝たばこ、たばこの投げ捨てをしない❸コンロの
そばから離れる時は必ず火を消す❹ストーブのそばに燃
えやすいものを置かない❺カーテンや寝具に防炎物品を
用いる❻住宅に消火器を設置する❼住宅用火災警報器を
設置する❽隣近所との協力体制をつくっておく

　このほかにも、火災予防に役立つことはたくさんあり
ます。この運動を機会に、家族や近所の方々と火災に対
する予防と備えを、ぜひ話し合ってみてください。

９月の交通事故 人身 8件 年計 58 件
　発生状況 物件 25件 年計 224 件

　例年、秋から年末にかけて、日暮れが早くなることから、
夜間、特に薄暮時に重大事故が多発する傾向にあります。
早めのライト点灯と反射材の積極的な利用を行い、交通
事故防止を図りましょう。

【運動期間】平成 21 年１月 31 日（土）まで
【運動の重点】
◎ライトの「早めの点灯、こまめな切り替え」の励行
◎反射材用品の活用と明るい色の服装の着用徹底
※振り込め詐欺撲滅強化推進月間です！
　だまされて振り込まないようにご注意ください。
●一人で振り込まない　●すぐに振り込まない

夕暮れ時の「早めの点灯」
「ピカピカ運動」の実施

　市では、健康指導・保健指導を
行っていただく保健師、看護師の
いずれかの資格をお持ちの方を１
人募集します。

【雇用期間】平成 20 年 12 月１日
（月）～平成 21 年３月 31 日（火）
【勤務時間】午前８時 30 分～午
後５時

【賃金】日給で保健師は 6,800 円、
看護師は 6,500 円（通勤手当は
ありません）

【勤務条件】市の職員に準じます。
【学歴】問いません。
【必要な経験等】パソコン入力（ワ
ード・エクセル）のできる方

【必要な免許資格】保健師または
看護師免許、普通自動車免許

【選考方法】書類選考（市様式の
履歴書）と面接

【勤務場所】市健康保険課
【募集期間】平成 20 年 11 月６日
（木）～ 11 月 18 日（火）
■お問い合わせ先
市健康保険課市民健康係

（内線 282）

　西諸広域行政事務組合視聴覚ラ
イブラリーでは、デジタルカメラ
講座の受講生を募集しています。

【開催日時】平成 20 年 11 月 22
日（土）午前の部：午前９時～正
午　午後の部：午後１時～午後４時

【会場】西諸広域視聴覚ライブラ
リー（旧小林保健所）

【受講料】無料
【定員】えびの市民は、午前午後
各４人ずつ（※申込多数の場合
は抽選）

【申込締切】平成 20 年 11 月 12
日（水）
■申込み・お問い合わせ先
西諸広域行政事務組合視聴覚ライ
ブラリー☎ 0984‐22‐0008

　小林税務署では、市と共同で年
末調整等の説明会を下記のとおり
開催します。給料・賃金等を支払
っている方は、ぜひ、ご参加くだ
さい。

【開催日時】平成 20 年 11 月７日
（金）　法人：午前 10 時～　個人：
午後２時～

【会場】えびの市文化センター２
階大研修室
■お問い合わせ先
小林税務署☎ 0984‐23‐3126

　検察審査会とは、すべての有権
者の中から無作為の「くじ」で選
ばれた 11 人の審査員（都城検察
審査会が管轄する区域内で選ばれ
る人数）が、国民を代表して、検
察官が被疑者（犯人と思われる者）
を裁判にかけなかったこと（不起
訴処分）の良し悪しを審査するの
を主な業務としています。
　この審査員の候補者となった方
には、これまで各市町村選挙管理
委員会からその旨をお知らせして
いましたが、今後は、検察審査会
事務局からお知らせすることにな
りました。
　来年度の候補者には、今年の
11 月中旬以降にお知らせします
が、あなたのところにも届くかも
しれません。その際には、積極的

保健師・看護師の資
格を持っている方へ

市の臨時職員募集

刑務所の役割や現状
等を広く紹介します

鹿児島矯正展・鹿児島監獄 100 年祭

・募　　集・

検察審査会審査員の候補者に
あなたもなるかもしれません

知っていますか？検察審査会

給料・賃金等を支払って
いる方はご参加ください
年末調整等説明会のお知らせ

・イベント・
ブルーインパルスなど迫力
ある飛行展示が行われます
航空自衛隊新田原基地航空祭

今年も田の神さあに感謝
し歌って踊って楽しもう
秋の田の神さあ関連のイベント

就職希望者と県内企業
との出会いの場として

2008 みやざき就職フェアのお知らせ

・お知らせ・

農畜産業の試験研究機関
を広く県民に公開します
試験場まつり（技術のひろば）

どなたでもお気軽
にお越しください

小林秀峰高校・小林工業高校文化祭

撮影方法や編集方法な
どを学んでみませんか
デジタルカメラ講座受講生募集

広報えびの　2021　ebino　city　public　relations.　2008.10



掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

同 参 画 だ よ り共男 女

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

自分では「健康だ」と思っていても、気付かな
いうちに病気がじわじわと進行している場合

があります。特に生活習慣病の多くは、倒れる直前
まで自覚症状がほとんどないのが特徴です。では、
自覚症状が出る前、身体の中では何が起こっている
のでしょうか。
　30 歳～ 40 歳代で、徐々に血圧や血液検査での異
常が出始め、50 歳代になると治療の必要な生活習
慣病が増加してきます。比較的若い年齢から生活習
慣病が潜在的に進行していると考えられます。
　ここで、平成 19 年度に実施した基本健康診査
の受診状況を見てみましょう。１年間の受診者は
1,215 人（受診率 13.1％）で、うち男性は 391 人（受
診率 9.4％）、女性は 824 人（受診率 16.0％）でした。
右下の円グラフは、男女別・年代ごとに受診者の割
合を示したもので、男女ともに、40 歳、50 歳代の
受診者が少ないことが分かります。
　心筋こうそくや脳卒中の発症は、「ある日突然」、

「運悪く」と考えがちですが、少なくとも 10 年以

上かけて、少しずつ動脈硬化が進んだ結果として起
こります。動脈硬化を進めるのは高血圧や糖尿病な
どの生活習慣病ですが、血圧が高くなっても、血糖
値が高くなっても、ほとんど自覚症状はありません。
　自覚症状に代わって、自分の身体の状態を教えて
くれる唯一の方法が「健康診査」なのです。検査結
果が生活習慣とどのように関連しているかを知るこ
とで、今後どのようにしたら病気を予防できるかが
分かります。まだまだ大丈夫だと思っているあなた
も、ぜひ健康診査を受けて、まず、自分の身体の状
態を知りましょう。

気に笑
って

健康
え び の

「生きる　―　わたしたちの思い　―　」
谷川俊太郎　with　friends ／著

あるネットコミュニティーに書き込まれ
た呼びかけに、半年で２千件を超える

投稿が集まりました。本書は、そこから選
出した作品に、投稿者自身のコメントや写
真を加えて再構成したものです。あなたに
とって『生きる』とは？言葉で表現してみ
ませんか。

（角川 SS コミュニケーションズ）

　
　
　
こ
う
べ
垂
れ
稲
は
日
毎
に
色
づ
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
そ
よ
ぎ
つ
つ
秋
に
入
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
上
江
区
　
山
本
ハ
ヤ
子

　

さ
わ
や
か
な
実
り
の
秋
。
人
は
大
自
然
の
恵
み
を
受
け
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。
振

り
放さ

け
見
る
山
々
は
、
紅
葉
に
燃
え
、
そ
の
足
元
で
は
や
が
て
来
る
春
の
た
め
に
落

ち
葉
の
下
で
、
命
の
芽
ば
え
が
始
ま
っ
て
い
る
。
生
あ
る
も
の
す
べ
て
輪り
ん
ね
て
ん
し
ょ
う

廻
転
生
で

あ
る
。

　

作
者
は
、
生
命
の
輝
き
と
豊
か
さ
に
感
謝
と
感
動
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
生
き
て
ゐ
る
い
ま
が
人
生
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
流
区
　
冨
岡
夜
詩
彦

　

は
や
い
も
の
で
今
年
も
美
し
い
十
月
を
迎
え
ま
し
た
。
私
た
ち
が
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
た
だ
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
よ
く
生
き
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
限
り
あ
る
い
の
ち
を
一
日
、
一
日
を
充
実
し
て
生
き
て
ゆ
く

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
俳
句
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め

の
人
間
形
成
の
巡
礼
の
旅
を
続
け
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

カ
エ
デ
の
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
町
区
　
市
田
寛
幸

い
ろ
い
ろ
な
花
が
散
り

葉
っ
ぱ
が
落
ち
て
　
来
春
の
芽
を
育
ん
だ

さ
ぁ
　
い
よ
い
よ
私
の
出
番
だ
と

庭
の
カ
エ
デ
が
色
づ
く

間
も
な
く
地
上
に
散
り
敷
く
と

冷
た
い
風
が
告
げ
る
の
に

今
一
度
　
背
負
わ
さ
れ
た
責
任
を

成
し
遂
げ
た
い
と
深
紅
に
燃
え
る

小林工業・秀峰高校の新体操部を追っかけて、大分国
体（別府市）まで取材に行ってきました。私は初め

て新体操という競技を生で見ました。生で見た演技は言葉
では言い表せないほどの感動がありました。２日目に行わ
れた団体の演技では、カメラを持つ手が震えるほど、緊張
し、また感動しました。私でさえこんなに緊張したのだか
ら、選手やその保護者の皆さんも相当緊張したことでしょ
う。惜しくも３冠達成はなりませんでしたが、選手や保護者、
監督や関係者の皆さんに、心から「感動をありがとう」と
言いたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　（楠元）

短
　

歌
俳
　

句

詩

（
自じ
ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）

広報えびの　2223　ebino　city　public　relations.　2008.10

今月の
納税

■中尾保健師（健康保険課）

ともに認め合い、イキイキと日常生活を送るこ
とができたら本当に素晴らしいことです。
　私には、中学生の子どもが二人います。学校
の参観日に行くと、平日にもかかわらず、わり
と多くの父親の姿を見かけます。これまでも幼
稚園・小学校とかかわってきて、以前に比べて、

「“子育て”に父親たちが積極的になってきた
な」と感じます。昔ながらの「男は仕事、女は

家庭」という考えも意識も、今の若い世代はこだ
わることなく、男性は当然のように子育てをして、
女性も当然のように外で仕事をしています。「男
女共同参画もなかなか浸透していっているじゃな
い !?」とはいえ、実際のところまだまだ改善でき
ること、改善すべきことはたくさんあります。
　少子化の現代だからこそ、子育てしやすいよう
に、女性が妊娠・出産しても職場復帰できるよう
に、男性も育児休暇が取りやすい職場環境が実現
できればと思います。そして、子どもの医療費、
学費が軽減できたらと希望は続きます。
　未来を託す子どもたちが大人になって、男女と
もに助け合う暮らしやすい社会が現実となるよう
に、私たち大人ができることから一つずつしてい
きたいものです。

なぜ必要？健康診査

『私と男女共同参画』

市県民税　　　　第３期
国民健康保険税　第４期
10 月 31 日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,333 人（－ 165 人）
　女性／ 11,738 人（－ 9 人）
　合計／ 22,071 人（－ 174 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,119 世帯（－ 160 世帯）

（平成 20 年 10 月１日現在）

男性受診者の年代別内訳 女性受診者の年代別内訳

466 人
211 人

108 人

39 人

239 人 90 人

51 人

11 人
40歳代
50歳代
60歳代
70 歳以上

わかちあう　仕事も家
庭も　喜びも」。これ

は、本年度の男女共同参画
の標語です。男女共同参画
という言葉も、ここ４～５
年で随分聞き慣れてきまし
た。職場や家庭で、男女が

文／畠田春美さん
（駅前区）

転入／ 60 人
転出／ 230 人
出生／ 19 人
死亡／ 23 人
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Furusato-sanpo

木
碑
を
建
て
ま
し
た
が
、
軍
恩
連
盟
で

二
回
ほ
ど
建
て
替
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
六
十
二
年
に
石
の
墓
碑
と
な

り
、「
昭
和
二
十
年
特
攻
隊
士
墜
落
之

碑
」
と
「
特
攻
機
の
機
体
の
碑
」
の
二

基
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

五
年
八
月
に
、
末
永
地
区
出
身
の
篤
志

家
に
よ
り
歌
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
咲
き
初
免
し
白
菊
二
輪　

殉
国
の

花
奈
り
に
志　

嗚
呼
天
狗
山
」

　

こ
の
歌
碑
は
、
国
有
林
の
中
に
戦
後

六
十
三
年
間
静
か
に
佇
ん
で
い
ま
す
。

　

市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
十
一
月

十
六
日
ま
で
、
企
画
展
「
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
戦
争
展
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
大
河
平
地
区
の
菖
蒲
ヶ
野
か
ら
、

鉄
山
林
道
を
約
九
㌔
登
っ
た
天

狗
山
の
中
腹
で
、「
ヒ
コ
ー
キ
谷
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
所
に
、
特
別
攻
撃
隊
員

の
慰
霊
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年
六
月
末
の
あ
る
夜
、
飛

行
機
音
と
と
も
に
大
き
な
爆
発
音
が
静

か
な
山
々
に
響
き
わ
た
り
、
近
く
に

あ
っ
た
「
大
平
官
行
」
で
は
、
何
事
が

あ
っ
た
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
こ
の
官
行
に
勤
め
て
い
た
職

員
五
人
が
、
山
見
の
た
め
下
払
い
を
し

て
い
た
七
月
の
あ
る
日
、
飛
行
機
が
墜

落
し
て
い
る
の
を
発
見
。
仰
向
け
に

な
っ
た
機
体
の
中
に
は
、
二
分
刈
り
の

頭
の
一
人
が
座
っ
た
ま
ま
亡
く
な
っ
て

お
り
、
操
縦
士
ら
し
き
一
人
は
エ
ン
ジ

ン
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
機

体
に
は
、
半
割
の
菊
の
花
の
マ
ー
ク
と

と
も
に
、「
菊
水
隊
」
と
書
か
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
乗
組
員
は
、
二
人
と
も

十
八
歳
～
十
九
歳
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

後
日
、
海
軍
の
神
風
特
別
攻
撃
機
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
関
西
方
面
の
陸

軍
部
隊
が
駐
留
し
て
い
た
の
で
、
こ
の

部
隊
に
通
報
さ
れ
、
軍
隊
が
遺
体
を
収

容
し
、
現
墓
碑
の
あ
る
平
坦
地
で
だ
び

に
ふ
し
、
遺
骨
を
埋
葬
し
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
八
年
、
軍
人
恩
給
連
盟
組

織
が
設
立
。
こ
の
特
攻
隊
員
の
遺
体
が

埋
め
ら
れ
た
場
所
を
知
っ
て
い
る
下
大

河
平
恩
給
受
給
者
の
方
々
が
、
慰
霊
の

特攻隊士墜落之碑と歌碑。

特
攻
隊
士
墜
落
之
碑
と
歌
碑

120

（
文
／
歴
史
民
俗
資
料
館
・
市
田
陸
奥
雄
）


